　本稿は，炭鉱業の発展に伴う労働市場の形成と変容のプロセスを明らかにすることを目的としている。具体的には，北海道の石狩炭田を事例として，1890年代から1920年代，ここにいかなる地域から労働者が集まり，そのパターンが，いつどのように変化したのか分析した。
　従来，北海道の炭鉱開発を担ったのは，東北地方の金属鉱山からやって来た鉱夫で，後に同じ東北地方の農村出身者が，これに代わることになったと考えられてきた。つまり，石狩炭田の労働市場は，東北地方を外縁とする，比較的狭い範囲に限られていたとする理解が通説だった。
　しかし本稿での分析の結果，金属鉱山の鉱夫が主力となったのは炭鉱の創業期に限られ，1900年代には，東北ではなく北陸地方から，多数の農村出身者が雇い入れられていた事実が明らかとなった。
彼らは北海道移民であり，1900年前後に見られた移民の急増を背景として，企業は移民を積極的に誘引し雇用することで，拡大する労働需要を充足しようとした。この結果，労働力の供給源が移民送出地域に偏重する一方，移民動向が直接，労働市場の変化と連動することとなった。
